
 

       2025 年 NBS 新春講演会 の ご案内 【第一信】 
 

NBS 会員の皆様 

 

暑さ?に喘いだ秋が過ぎますと、途端に雪の降る気候となりましたが、皆様にはお変わりなくご健勝

にお過ごしのことと存じます。 

ところで、本年も余す処 10 日程となりましたので、2025 年 2 月開催の「NBS 新春講演会のご案

内」【第一信】をお届けいたします。 

例年、NBS の【新春講演会】は“マクロ経済”をテーマとして開催して参りましたが、今回も講師に第

一生命経済研究所 経済調査部 首席エコノミストの熊野英生氏をお迎えし、『2025 年 日本経済・社

会の展望（仮題）』と題して、ご講演いただきます。 

翻ってこの二ヵ月ほどを顧みますと、日本では石破政権の誕生と自民党の衆議院における少数与党

化、米国ではトランプ大統領の返り咲き、ドイツ・フランスは共に政権与党の退潮、近々では韓国・尹大

統領の弾劾騒動、シリア・アサド大統領のロシア亡命と、世界中で政権交代や既存政権の退潮が頻発

し、来るべき年への展望が益々混沌として来ています。 

また足元の日本は、「失われた 20 年」が 30 年に伸びた日本経済も、漸く某「前日銀総裁」が待ち

望んだ“インフレ”状態になりました。しかし、如何せん「実質所得の増加」が伴わぬインフレでは、庶民

の生活は苦しさを増すだけで有り、また、その「K-バズーカ」と綽名された「金融政策」の置き土産で、

植田日銀総裁も手足どころか全身グルグル巻き状態で「財務的には破産寸前」の日銀の舵取りを求め

られていますが、2025 年こそ地に脚を付けた経済・金融政策の着実な推進が望まれます。 

こうした困難な時代を乗り越える「手掛かり」として、熊野先生には是非、いつもの明快なお話の中

で、私どもの進むべき方向をお示しいただきたいと考えています。 

ご多用中とは存じますが、皆様の奮っての御参加をお待ち申し上げます。 

2024 年 12 月 19 日 

NPO ビジネス・サポート 

理事長 観野 福太郎 

(送信代行 橋本弘毅) 

**************************************************************************** 

「2025 年 NBS 新春講演会 開催概要」 

1. 日 時    2025 年 2 月 3 日(月) 講演会 15:00〜17:00 

              ＊講演会後の予定は改めてご案内申します。 

2. 場 所    霞が関 商工会館 5H 会議室 

          (住所)千代田区霞が関 3 丁目 4-2  

3．講演会     講師：熊野英生氏  

 (第一生命経済研究所 経済調査部 首席エコノミスト) 

演題 ：  『2025 年日本経済・社会の展望（仮題）』   



4. 参加費    一般参加者 2,０００円  

        NBS 会員   1,０００円  

5. 講師のプロフィール 

＊熊野 英生 氏 

(ご略歴) 

1967 年 7 月 山口県生まれ。横浜国立大学経済学部卒。 

1990 年   日本銀行入行。調査統計局、情報サービス局 勤務 

2000 年   第一生命経済研究所入社。2011 年 4 月より首席エコノミスト。 

2008 年より日本 FP 協会評議員。2015 年より日本 FP 協会理事。 

・ご著書等：「なぜ日本の会社は生産性が低いのか」(文春新書) 2019 年 1 月 発刊 

その他  「バブルは別の顔をしてやってくる」（日本経済新聞出版社） 

「本当はどうなの？日本経済―俗説を覆す 64 の視点」（日本経済新聞出版社） 

など多数。  

ご専門は、金融政策、財政政策、為替市場、経済統計。 

【申込方法】 

・ご参加ご希望の方は、下記のアドレス宛の E-mail 又は Fax にて、 

1 月 30 日（月）までに、NBS 事務局 : 橋本宛にご連絡をお願いいたします。 

なお、領収書の必要な方は、領収書の宛名も併せてお知らせ願います。 

【連絡先】 

・〔E-mail〕当メールの返信にて、ご連絡願います。 

      ＜  hashimoto.13530.shizu.sakura@catv296.ne.jp ＞ 

                  以上 

mailto:hashimoto.13530.shizu.sakura@catv296.ne.jp

